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 要  旨 
  我々の住んでいる地球のはるか上空では，太陽起源の太陽風と地球の双極子磁場との相互作用
によって作られた磁場空間，すなわち，磁気圏が存在している．この磁気圏の地球側と太陽側の
境界面にあたるところはマグネトポーズと呼ばれ，高緯度部分のマグネトポーズにおいては，  
太陽風のプラズマ粒子が地球の電離圏にまで直接侵入してくる領域が存在する．この領域が，  
本研究の対象であるカスプ領域である．カスプでは，地球の磁力線が昼間側と夜側に分かれて  
おり，太陽風に伴ってやってくる惑星間空間磁場と地球の磁力線とがつなぎかわる，すなわち，
リコネクションというプロセスが起こったとき，電離圏カスプ領域ではダイナミックな現象が  
発生する．また，このリコネクションは，極域電離圏のプラズマ対流も駆動しており，電離圏内
に存在するプラズマ粒子を加熱したり，あるいはイオンや電子の再結合過程に寄与したりする 
効果もある．地上のレーダー観測や衛星の観測から，それらはイオン温度の上昇，電子密度の  
変動などとして捉えられることが分かってきた． 
  本研究では，太陽活動が活発であった 2000～2003 年に焦点を絞って，カスプを地上から観測
できる EISCAT Svalbard Radar を使用し，磁気圏で起こる突発的なリコネクションに伴って 
極域電離圏に現れる速いフロー，すなわち，フローバースト現象をターゲットとしている．この
現象は，過去に観測されているが，そのメカニズムや詳細な構造については未知のままであった．
本解析により，レーダー観測でイオンの急激な温度上昇として同定されるフローバースト現象が
発生した際，電子密度に大きな変動が見られることを見出した．それは僅か数分間の変動現象で
あり，電子密度の増大と減少が一気に起こるものであった．このようなイベントは 4 年間に   
62 例あり，イベント解析と統計解析から，フローバーストの直後では，電子密度が背景よりも  
減少していることが明らかになった．この構造の原因について，再結合係数の増大や電子の輸送
効果の可能性が候補として考えられたが，最も有力な解釈として，電子密度構造の水平方向への
移動と結論づけることができた． 
 
